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「初心を忘れないように」

秋田県支部長

水戸谷 貞夫

「初心を忘すべからず」は，世阿弥の花

鏡にある言葉ですが，私は，最初の志を忘

れてはならないというように受け止めて生

きてきました 「先生，こんなでよいでし。

ょうか」という声を耳にすることがありま

す。学級担任をされておられる先生の中に

， ，は 自分こそが学級経営の第一人者である

隣の先生は何を考えているかがよくわから

ない，などと言われる方がおられるという

話も聞くことがあります。

エンカウンター（ ）は，一般にencounter
は「出会い」と訳されているようですが①

自己との出会い，②他者との出会い，③親

密な関係の体験，などが取り上げられるこ

とも多いと思われます。私は，例えば，④

心と心のふれあい，⑤本音と本音の交流と

いうものがより大事であると考えておりま

す。

また，このエンカウンターには，一対一

の個別エンカウンターと，グループを対象

とするグループ・エンカウンターがありま

す。我が国では特に断っていない場合は，

グループ・エンカウンターを意味している

と言われています。

たまたまエンカウンターに関する本を

２，３冊読んで，自分の学級経営がスムー

スに運ばれていることから，自分の優秀さ

を誇っておられる方がいるということも聞

かせていただいています（それが，学年部

の主任や他の先生方のご協力であったり，

保護者の方々の気配りだったりしているこ

）。とには気づいていないことが多いらしい

ここで述べたいことは 「初心を忘れな，

」 ， ，いように して 教育実習生として初めて

児童・生徒の皆さんから「先生！！」と呼

ばれたときの面はゆい気持ちや緊張感を忘

れてはいませんか，ということです。エン

カウンターなんか，私はベテランですよと

いう気持ちは全然ありませんという顔で，

あの先生はよくわかっていないなどと言わ

れる方もおられると全国大会の席で聞かさ

れました。

もう一度，初心に返って，本当のエンカ

ウンターはどう在るべき

かを求めて，児童・生徒

の本当の生き方のために

役立つカウンセリングを

。続けたいと願っています

そういう気持ちを大事に

していきたいと考えてい

ます。

日本教育カウンセラー協会
秋田県支部総会について

○期日 平成１６年３月１３日（土）
１７：００～２１：００

○日程
・総会 １７：００～１７：３０
・講話 １７：３０～１８：３０
演題 「進路指導に生かすカウンセ
リング」
（講師：水戸谷貞夫支部長）

・懇親会１８：４５～２１：００

○会場 秋田市千秋会館

○懇親会費 ４，０００円（＊学校勤
務の方は，千秋会館利用補助券をお持
ちください ）。

＊１月中に，上記総会の案内状を往復葉書

。 ， ，でお送りいたします 折り返し 参加申込

委任状の提出をお願いいたします。



広げたい人の輪

秋田県支部事務局員 島田 牧子

公開講演会開演前，司会席に立ち，初め

ての司会を担当する緊張感に包まれながら

会場を見渡すと，これから始まる講演に期

待をいっぱい抱いた参加者の皆さんの顔が

見えました。以前も養成講座や研修会に参

加してくださっていた方，初めてお見かけ

する方，皆さんの顔を見ていると，ここか

らまた「育てるカウンセリングの輪」が広

がっていくのだと，嬉しい気持ちがじわじ

わとこみあげてきました。

１１月２２日，小雪まじりの寒風が吹き

すさぶ，なんとも冬の秋田らしい天気のこ

の日，会沢信彦先生を講師にお迎えして，

カウンセリング公開講演会が開催されまし

た。会沢先生は，とても親しみやすく歯切

れの良い語り口で，アドラー心理学につい

てお話くださいました “勇気づけ”の達。

人になるためにと，会沢先生が教えてくだ

「 」「 」さった３つの口癖 ありがとう 嬉しい

「助かった」は，その一言だけで，言った

方も言われた方も温かい気持ちになれる素

敵な言葉です。この３つの言葉が，特に意

識することなくあちらこちらで自然に聞か

れるような人間関係が，学校だけでなく，

家庭でも社会でも望むべき姿だと思いま

す。家庭に，学校に，社会に「肯定 「尊」

敬 「勇気づけ」の雰囲気が広がったら，」

どんなにか素晴らしいことだろう，そして

その雰囲気を広げる担い手として自分たち

が頑張っていきたいと強く感じることの出

来たご講演でした。

春の教育カウンセラー養成講座から始ま

った秋田県支部の事業も，これまで順調に

活動を重ねてきました。秋田県支部のメン

バーは，支部発足前の準備委員会の時から

共に活動してきており，活動を重ねるごと

に支部としての結束力も強まり，メンバー

同士のつながりも強くなっています。メン

バー一人一人が自分の役割を認識し，助け

合い，楽しみながら活動しています。支部

の活動でメンバーと過ごす時間が，私にと

ってのエネルギー源であり，活動を通して

得られるたくさんの人たちとの出会いは，

私の宝物となっています。つながっている

人の輪の心地よさ，温かさを感じた１日，

そしてこれからもどんどん嬉しい出会いが

増え，人の輪が広がっていくことを改めて

願った１日でした。

2003教育カウンセリング公開講演会

「勇気づけで子どもをはぐ くむ～教育

に生かすアドラー心理学～ （11/22） 」

受講者アンケートまとめ～一部抜粋

１．会沢先生講演について

・アドラー心理学，学校現場で，家庭での

子育てで大変役立つと思った 「ありがと。

う，うれしい，助かった」とこれからさら

に意識し，使っていきたいと思った。クラ

ス会議について学びたいと思った。先生の

書かれた本を読み，勉強したい。

・ 勇気づけ」の言葉は心があたたかくな「

。 。る 先生の講演には温度があるなと思った

素敵な時間に出会えうれしく思う。

・先生の話はやはり勇気づけられる。子ど

もたちを勇気づけることを常に頭に置いて

行動したい。早く勇気づけの達人になりた

いと思うが，なかなか上達しない。まず，

三つの口癖から頑張りたい。

・とてもわかりやすく，楽しく学ばせても

らった。

・新しい分野に目を開かせてもらった。自

分の仕事を振り返る機会にもなった。

・勇気づけは意識してやっていかないと身

につかないと思った。是非，小さな場面か

ら実践していきたい。

・ ありがとう，うれしい，助かった ，「 」

思えば，私自身，このことを言われて救わ

れたなぁと気づいた。

・悪い点が目につきやすいが，よい点を見

つけ，それを声にして子どもに返すこと，

素直にうれしい気持ち，感謝の気持ちを表

現することの大切さ，言葉の力を改めて考

えさせられた。

・職場の方に誘われ，軽い気持ちで参加し

。 ，た 心理学は難しいという印象があったが

話を聞いて，いろいろなテーマのもと，初

めて会う方々と交流を深めることができ

た 「勇気づけ ，具体的にはどんなこと。 」

をするのだろうと思ったが，話を聞いて，

まず相手を肯定することの大切さを学ん

だ。とても楽しかった。

・とてもよい内容だった。アドラー心理学

の基礎理論がよくわかった。

・明日からすぐにでも実行できる講演でよ

かった。

・タイトルに惹かれ参加した。普段よいと

ころを見つけようと思っているのに，悪い

ところだけ目についてしまいがちだった。

でも，普段の頑張り，一つでもできたこと



に着目していけば，どんな子どもでも勇気

づけられるということがわかり，これなら

実践できると思った。自分も勇気づけられ

た。

・普段，短大生に接する中で，勇気づけの

ポイントの２，３はコメントなり，言葉な

りで実践していたので，やっていたことは

よかったのかなと思った。講演はわかりや

すかった。時間を見つけて本を読んでみよ

うと思う。勇気づけはどちらかというと自

分の子育てに生かされていないので，頑張

りたい。

２．クラス会議の実践ビデオについて

・ここまで友だちのいいところを話せる子

どもたちを育てるのに大変な苦労があった

ことと思われる。ビデオを見て，ああこれ

がアドラー心理学なのか，とわかった。

・あたたかな雰囲気の中でソーシャルスキ

ルも身についている様子があり，素晴らし

かった。

， ， 。・毎朝 ２０分 朝の会での実践がすごい

子どもたちが皆，所属感を持ちつつ話し合

いに参加している様子は見ていてうれしく

なる。クラス会議のルールが子どもたちに

理解され，身についていると感じる。

・学級担任に見せたかった。

・犯人捜しをしていないところがよい。子

どもに「ありがとう」と言える担任の勇気

が必要。子どもたちを尊敬しているがゆえ

に，学級づくりがうまくいっていると思っ

た。

・クラスがしっかりまとまっている。犯人

捜しをしないところがすごい。クラス会議

っていいなぁと思った。

・子どもたちが犯人捜しをしない，罰にか

かわる言動をしないことに驚いた 「普段。

のまま」なのだろうなぁと。

・子どもたちが犯人捜しではなく，クラス

の仲間のために意見を出しあっている姿が

。 。素晴らしい 目から鱗が落ちるようだった

・みんなで解決策を考える姿がとてもよか

った。否定ではなく，肯定して前向きに人

とつきあうことが子どもたちは身について

いる。

＊その他，アンケートのまとめを支部ＨＰ

に掲載してありますので，是非ご覧くださ

い。

http://ww5.et.tiki.ne.jp/~kaz-goto/

第１回教育カウンセリング学会に
参加して

秋田県支部運営委員 山部 信彦

１０月２５・２６日の２日間，第１回教

育カウンセリング学会に参加することがで

きました。昼過ぎに会場の聖徳栄養短大に

向かうとその入り口付近で岡田弘先生がに

こやかに参加者たちを案内していらっしゃ

っいました。そこで気持ちは緊張で引き締

まったのですが，そこを通り過ぎて受付近

くで，曽山先生たちの顔を見てやっとほっ

としました。

最初は２４のポスター発表の見学をしま

した。会場には曽山先生のポスターが左の

奥に，右奥には片野先生と本支部の髙橋さ

ゆ里さんのポスターが貼られていました。

片野先生の発表は，先生が自ら説明されて

いらっしゃったのでぜひお聞きしたいと思

ったのですが，片野先生の前には人が多す

ぎて簡単に近寄ることができない状況で断

念しました。会場が盛況であることも理由

の１つでしたが，何よりも会場が手狭であ

ることが大きな原因のようであり，残念に

思いました。会場については，他にもちょ

っとした問題を感じました。たとえば分科

会とシンポジウムの会場がずいぶん離れて

いるために，かなり歩かなくてはならず大

変でした（日頃の運動不足を痛感！？ 。）

続いて，分科会は学校関係，専門機関な

どの各分野に分かれ，かなり専門的なテー

マによる発表と身近に感じられるテーマに

よる発表とが混在していました。教育カウ

ンセリングの技法を教科に生かしている先

生もいらっしゃるので，教科担任としても

とても勉強になりました。

今回の学会に参加してもっとも良かった

点は 「アウチ」の開発者（川端さん）に，

会えたり，多くの方に自分の名刺を渡すこ

とができたりしたことです。そして，何よ

りも日本全国にこれだけ多くの仲間がいる

ことを心強く思いました。いつか，自分も

発表の場に立ってみたいと思いました。



教育カウンセリングトピック
～「エンパワメントの力」～

忙しさの中で心にゆとりがなくなると，

自分自身にストレスや元気のなさを感じる

ときがあるものです。そんなとき，ある人

と会うと元気がわいてくる，あるいはこれ

をすると活力がみなぎってくる，という経

験ありませんか？

○ エンパワーメントとは何か

・ 」とは 「力を増幅させ「 ，empowerment
る」という意味の言葉である。

・心理学的には 「いまだ十分に生かされ，

ていない人間の能力を伸ばし，最大限に活

躍するための手段を提供するもの （Ｋ．」

ブランチャード）をさす。つまり，本来持

っている自分の能力を発見し，広げていこ

うとするものである。

・心配事を抱えている，あるいは忙しい日

々の中にいると，本来持っているすてきな

力が発揮しにくくなるもの。そのときに，

本来持っている力を発揮しやすいように援

助することがエンパワーメントである。

・教師・親・教育カウンセラーなど，人と

関わる職業に就く人にとって，相手を勇気

づけ，本来持っている力を出しやすくして

いく援助をするエンパワーメントは，欠か

すことのできない力である。

○エンパワーメントの力を発揮するために

例えば･･･「あなたにはこんなにたくさ

ん のす て きな とこ ろが ある ！ 大丈 夫だ

よ！」というエンパワーメントをしたいと

き

①「傾聴」＝心と体を傾けて聴く

②構成的グループエンカウンターを使う

③ヒューマンネットワークをもつ

・相手の話を耳だけではなく全身で聴こう

とする。それだけでも，大事にされている

という思いに出会いやすくなるため，相手

を勇気づける力になる。

・ のエクササイズには６つのねらいSGE
がある。上記の場合は「自己受容 「信頼」

」 。体験 などをねらったエクササイズを行う

視線や表情によるエンパワーメントもでき

るが，それに加え， など理論的にもSGE
しっかりとした具体的な技法を使うことに

より 「ほら，あなたは大丈夫だよ！」と，

いうメッセージもさらに届きやすくなる。

・援助する力を生かすためにも，援助する

側もエンパワーメントされていることが大

事である。そのためには自分が充電される

場や人とのつながりを持っていること が

大事である。支部の研修会，定例学習会も

おすすめである。おもしろくて，ためにな

り，なおかつ自分がエンパワーメントされ

る仲間がそこにはいるからである。

ゼロの力をつくり出すこ

とではなく，もともと持っ

ている力を発揮しやすくす

るエンパワーメント。上手

に発揮してみませんか？

＜秋田県支部理事 高橋さゆ里＞

☆☆ ☆☆支部会費未納の方に

支部会費（５年間で２０００円）を未納

の方がまだ，多くいらっしゃいます。会費

により，支部便りの郵送を行っていますの

で，未納の方は早めに下記，郵便口座への

振り込みをお願いいたします。

口座番号 ０２２７０－６－７６９９０

加入者名 日本教育カウンセラー協会NPO
秋田県支部

編・集・後・記
１１月２２日に行われた会沢先生の講演会に関する運営は，本支部の若手女性パワー

が全面に表れたものであった。女性の元気な県は発展性のある県であると以前聞いたこ

とがある（たしか河村先生の講義でもお聞きしたような・・・）が，伸びゆく人が存分

に力を発揮できることは何より望ましいことではないかと思う。秋田県はまだ教育カウ

ンセリングが盛んであるとは言い難い現状にある。そんな中で必要性を感じ，先頭に立

って導こうとする気持ちを持つことは勇気のいることだからである。実に心強い，と感

じるのは私だけではないと思う。 （Ｙ）


